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成層圏突然昇温 に伴 う中間圏界面付近 で の 大気微 量成 分変動 に つ い て

　 　　 　　 　　 　　
一k
志賀友哉 ・三 好勉信 （九 大院 ・理 ）

1 ．は じめ に

　冬季 の 極 域成 層 圏 で 発 生 す る成 層 圏 突然 昇温

に伴 い 、成層圏だ け で はな く中間圏 ・下部熱圏に

お け る東 西平 均東 西 風 が 変化 す る こ とが 知 られ

て い る。それ に伴 い 、重力波 の 鉛 直伝播 条件 が変

化 し、中層大気全 体 の 子午面循環 を変化 させ 、中

間圏 界面 を横 切 っ て 熱圏 か ら中間圏 へ の 物 質輸

送量 も影響 を受 ける と考 え られ て い る。特 に 、 下

部熱 圏で 生成 され る酸素原子 や一
酸化 窒素 （NO ）

な ど の 大気微 量成 分は 、中間圏 へ 輸送 され 、成層

圏 ・中間圏の 大気大循環 に重 要な役割 を果た す と

考え られ て い る。

　 そ こ で 本研 究で は 、プ ラ ネタ リー波や 重 力波 と

平均場 の 相 互 作用 を解析 し、成層 圏突然 昇温 に伴

う中層 大気 全 体 の 大気 大循 環 変化 を調 べ る こ と

に した。特 に、中問圏界面 を通過 す る物 質輸送 量

の 変動 に 注 目 し て 解析 を行 い 、下部熱 圏か ら中間

圏 へ 輸 送 され る 大 気微 量成 分 量 の 変動 を明 らか

にする こ とに した 。 大気微量成分 として は 、 酸素

原子 や NO に つ い て解析 を行 っ た 。

　 　 　 の

2 、モ ァ ル

　今 回の 研 究で は 、対流圏か ら熱圏上 部 （高度 0
− 500km ） まで の 領 域 を含 む大気 大循 環 モ デ ル

（T21L75 ，
　Miyoshi 　and 　Fujiwara ，2003 ） を用 い

た 。 本 モ デル は 、大気成分 （02 ，0 ，NO ，N な ど）に

関す る太 陽放射 や オ ー ロ ラに伴 う光化 学過 程 や

力学に よ る輸送過程 を含ん で い る。北半球冬季に

注 目 し、11 月 か ら 3 月 ま で の 期 間 に つ い て 1 時 間

ご とにデ ー
タ 出力 を行い 解析 した 。

3 ．解析結果

　図 1 に 、 北緯 74．7 度 にお ける東西 平均東西 風

の 時 間一高度 分布 図 を示 す。12 月 中旬頃 や 1 月 中

旬 か ら末 頃 の 突然昇 温 に伴 い 、西 風 が弱 く （も し

くは東風 に反 転）な っ て い る こ とが わか る 。 ま た 、

成層圏 の み な らず 中間圏や下 部熱圏に お け る東

西 平均東西 風や 残 差子 午面 循環 も大 き く変化 し

て お り、そ の 結果、中聞圏界面 を通過 し て 熱 圏か

ら中間圏 へ の 物 質輸送量 （大 気微 量成分 分布 ） も

影響を受ける こ とが わ か っ た。図 2 は 、北緯 70

度か ら 90 度まで の 平均酸素原子 密度 に お け る 3

ヶ 月平均 （11月か ら 1 月 ）と の 偏差を 示 す 。 突然

昇温 に伴 い 、中間圏界面付近 の 酸素原子 密度 に変

動が 見 られ た 。 こ れ は鉛直流 の 影響に よ る もの で

あ る と考 え られ る 。

　ま た 、NO に っ い て も同様 の 解析 を行 い 、熱圏

で 生 成 された NO の 成層圏 ・中間圏 へ の 輸送過程

を解析 し、成層 圏 ・中間圏に及 ぼす影響 に つ い て

も明 らか にす る 予 定 で あ る 。 詳 細な解析結果 は 、

当 日発 表す る。
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図 1 ：北緯 74．7 度 に お け る東西 平均東西 風 の 時間

一高度 分布 図 （m ！s）。 斜線 は東風 を示 す。
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図 2 ：北緯 70 度か ら 90 度ま で の 平均酸素原 子 密

度に お け る 11 月か ら 1 月まで の 3 ヶ 月平均 との

偏差 （log［OD 。 斜 線 は負 の 領域 を示 す。
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